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　謹啓，當州の地方週刊新聞は墨都よbの通信Sして・來る十

一日頃よb十六日迄の午前○時には流星が我等の頭上にUS　t）か

からんILe，一大文字で報じて居ります．多分アンドロメ座の流

星群の事ご思はれます・

　有名な南十字星は近頃水季線上から姿を消しましtこ・北極星

は降雨期のtzめ一年の内六ケ月は連山を包む濃雲のため，観測

する事が不可能です・ために六ケ月間は天文観測は全然不適當

な土地です明年からは雨期を利用し天候帥ち測候観測を行ふ心

算です・これに反し十一月から四月末日迄は下期故，色々な一等

星を有する星座が見られ樂しみで¢・私は朝夕太陽黒瓢スケッ

チをメキシコ天文墓に邊り色々新智識や新語を學びtzるのみな

らす，通信上で，ボアキンe・ガアヨ1理學士（Ingeniero　Joaquin

Gallo國立天文君長）ざ仲々親密になりました．色々の参考書

（四文）を途られ赤面した程です・

十一，月十九日 松　居　猪　三　郎

Aurelio　Matsui

Eseuintla，　Chis．，

　　　Mexico．

雑 報

散齪せる銀河星雲の光りについて

　米國井ノレンン山天文壷のボブノレ：E・B．Hubble氏が1922年頃登

表した研究に擦れば，かのオリオン大星雲等の如き散齪星雲は

決して自登の光bを放ってるるのではなく，むしろ此等は，其
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近傍にある早期星の光りに照らされて，光を反射，吸牧，又は

再放射してみるのだこいふ．そして此等の星雲ご星この關係ご

を調べて見るご，照らす星がOe5型二三：Bo型ならば，己れに照

される星雲は輝線スペクトノソを表はし．叉．星がB1型以下のもの

ならば，星雲は連績スペクトノレを放ってるる・こころが，早期

星の有効温度こいふものは，サハSaha，ミノvンMilne等の電

離論から計算した結果ご，グリ1ヅスGreaves，デ茅ドソンDaVi一一

dson，マ1チンMarti11，キ1ンレKienle，ゲラ．シモヲドチGerasim（：E

viG等のスペグトノレ観測2）結果tが必ずしも一致しないのであ

って現に，

星　型　　　Ho　　　B5　　　B3　　　B2　　　BD　　　　Oe5

理論有勺　　　　10000。　　　　　　　　　　　　　　　　16000。　　19000。　　22000。

　　　　　　　　　　　　　　へ覗見　　乞則　　　　10000　　　11800　　　11200　　　　　　　10800　　　　　　　　8600

　さきにジヤノ“のボシや天文蔓員であったクン。プノソゲンガ1

タTen　Brnggenca七e氏は，先頃米国遊學を経て目下ドイツのグ

ライフスフノレド大聖天文學敷室にみるが，最近Naturwissens

chaften誌上（本年一・月3熔號）に一一・Stを慶表し，此の星ご星雲

この關係の謎を解かうこしてみる．氏は7散齪星雲が假りに水

素ガスのみから出町てるるSして，

　⊥）若し，星の光りが，バノレマ1線系の限界：）650Aよりも短波の部分で強くあ

　　　ろならば，之れに照らされる星雲は大部分電離して，ガス杢体ははだかの

　　水素核と，自由電子とになって了うため，此の場で’には，水素核と電子と

　　が結合するため‘こ純牙寧な輝線スペクトルが星雲から放たれることSなり・

　2）若し，星の光Uがもっと長い波憂を強く持ってるるならば，星雲は連績ス

　　　ベクトルを放つ．

E考へてるる・實際，早期星のOe5型乃至Bo型には3650A以下

の波長の紫外光線が非常に強く，之れに反して．：B2型以下には

もつご長波が多いのは観測上から明らかな事實である．そして

　3）　B1型星を境界として，之れよIJも早期の星と，晩期の星とが，星雲に及

　　　ぼす結果が上述の如く著しく異なるのは，杢く此の3650Aより短かい水i素

　　の昌昌スペクトルが有るか無いかによって定められろのてある．
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ざ言てるる・こ・に興味深い一一事實は，N．　G．　C．1977こいふ星

雲が連綾スペクトノレご輝線スペクトノVSを共に放ってるるこご

であるが，之れを照らしてみる星は實に一B1型の早期星である・

　但し，元來，此等の星雲を照しつ＼ある星の水素ガスが

ノ“ノVマ1線系を放つ理は今日の物理學に於いてよく判明してみ

るが，しかし此の同じ水素が，3650Aよb短・波の連績スペクト

ノVを放つこごの理論的解説は今日の物理學界に於て全く不可解

の謎であるのは皮肉である．

銀河に見える「炭袋」の距離

　天の河の中には，所々に，著しく星の数が少なぐて，まつ黒

に見えるものだから，俗にCoal－Sack（すみぶくろ）ご呼ばれ・

る部分がある．最も有名なのは「南十字架」星座の南東隣にあ

って，見るご何だか一種の物凄さを畳える・あの廣さはザツS

六七十季：方度に及ぶだろう・一一力・うしπ炭袋は要するに，天

室に星の光を遮るガスなざが廣く浮遊してみて，其の背景をか

くすからであるが，かつてヲノレフWol£パンネク｝クPannekoel〈

等は，各等級の星の敷の研究から此の炭袋の距離を求めやうS

しすここごがあっtz・最近，ウンセノvドUnsδld氏が此の方法

を以って上記の「十字架」座の炭袋の邊にある星々の敷を研究

しすこごころ，巨死に六七等級の星でさへ，暗黒ガスのために光の

或る部分を吸牧されてるる事實を明らかにし，從って此のガス

は多分150パーセク（約500光年）の距離にあるこごが知れた両

ほ北孚球で見える「牛」座の暗黒部なごも酪々此の程度の距雛

らしいご．

　　　　　　　　天体からの熱輻尉量

　米國ワシントン府スミソン病院の天体物理天文出帆アボトα

G．Abbot博士は過去二十敷年末，太陽の熱輻射量を測定し，所
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謂「太陽山雲」’Leして，

　　・・鴨方鐸毒塒一1・6…％歳姦鹸

こいふ数字を得tzが，最近五六年間，圃氏は，明るい恒星から

地球に邊られる熱輻射量を，熱電流計によって，測定してみる・

其の結果εして，登表されすこものは，
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遡れで見るS，星の中では「オyオン」のアノソファ星が最も熱

輻射量が多いわけであるが，それでも太陽に比べるビ，僅かに

．其の百億分目一に足りないものである・

　　　　　オAヨ大學の「七十吋」大反射鏡近況

　一昨1928年の十月，米國オノ・ヨ・エスv6大學のバ1キンス

天文毫長クラムブ博士が，世界漫遊の途次，我が日本に立寄ら

れた事は，「天界」第93號の第60頁以下に記した通りである・

あの時，クラムプ氏が山本数授に話された「七十吋」口径の大

反射鏡が，其の後，こうなってみるかについて，近況が：Popular

lScience　Monthly　の1928年五月號に載り，叉，之れを訪ねtzミ

ス・プロクタ1の記事が：English　Alechaniesの1930年エ月24　H

號に載ってみる・之れ等の記事で見るご・此のアメソカ製の最

大反射鏡は，クリ1ヅランド市のワiナしスエジ1會1吐の手で

機械部を既に完成し，鏡面はワシントン市の：Bureau　of　S七andards

．局のA・N．Finn氏ごA．　IL　Linder氏ごが磨きを終へて，昨
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年頃は，中央の孔を開ける所まで進んでみだこいふ．此のガラ

ス材は直明七十吋（182センチ），厚さ十一吋（28センチ），重

量3500ボンド（42貫）であって，始め之れを擾氏1050度の高温

で鋳型に入れ，其の後，静々S，八ケ月を費して冷却しすこもの

である・いよ々々之れで観測が行はれるのも遠ぐはあるまい・

　　　　　　　　カ1テス博士の急死

　米國デトv／ト天：文毫長力1テースR・H．Cur七iss氏は昨年十

二月二十五日に逝去しtz由，氏は三年前英國で客死しだノ・セイ

氏（「天界」第73號，第工69頁参照）の後をついでミシガン大

學（アンナボア市）のデトロイト天文壷長こなった人で，米國

天：文學界の中堅ご目され，アンナボアの天文壷ご，近年南阿ブ

ノレ1ムフオンタ／ンに設けtz出張所S，ニケ所の天文毫を背負

って立ち，恒星のスペクトノン研究に專心した誉者であった・昨

年十二月二日目では李常の遮り講義を大學でやってみたので

あるが，翌日，急に肋膜炎で病院に途られ，手術の後，十四日

に自宅に移って療養中，十九日頃までは漸次良好な経過であっ

ナZが，其の後危篤に隔つtzものであった．守門四十九歳・

　　　　　　　重930年度のクラカウ年報を見る

　國際天交同盟の決議によb，ポーランド國クラヵウ天文垂か

ら毎年一回，蝕憂星の豫報を登行するこごになってみる，責任

者は天文毫長バナキ1井ヅT・Banachiewicz氏である・本年度

の年報は去る二月二十七日に到着しfz・中を開けて見るS，こ

こに蝕群星L”して総計646個のものが畢げられ，其れが下の如

く：分けられてみる．

　　（1）豫報の揚げられてある蝕攣星の敷は，

　a）赤緯（南）23”以北の星230側こっき，

　　d）　知週期星として，週期0・75目以下のもの，37個・
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　　　（D中週期星として，廻期0・75日乃至1G日のしの，171個・

　　　（璽）長週期星として，週期10日以上のもの，22個・

　d）赤緯（南）23’以南の星，124個・

　（2）其の他の292星は，攣光の詳細未知のため，叉は不確の

ナこめ，又は要素不充分のため，只，星の目録だけを塞げてみる一

・一氓ﾌ中には，小型の望遠鏡でも，観測し得て，未知要素を

訣定し得る可能性のある星が可なり多い．例へば，
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アルゴル型

　ちなみに，ベルリン大學バベノソスペノンヒ天文毫のフ●ラ1ゲノV

R・Prager氏が年々登表してみる愛光星目録（「天界」第7〈3號

第427頁）の1930年度のものには，アノvゴノレ星こして293個口

．叉，琴ぺ型の星こして76個，合計369星を下げてみる，

　　　　　　　今夏職洲で關かれる墨會二つ

　今1930年8、目8口から同13日まで，ゲぜノンシヤフト　（A．G．）

學會の第29回総會が，ホンガソ國の首都ブダペスト市で開かれ

る。會場は同市高等工業學町内であるご・日本からわざ々々行

く入はあるまいが，目下ドイツに居る我が京都帝大の荒木助敷

授は多分之れに動きカPtするすごらう．

　叉・8肩／5日から同23日まで，スヰ1デン國ス1・クホノソム市

で，國際測地學地球物理學同盟の第4回総會が開かれる．開會
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式は同素士官堂の大ホ1ノレで，其の他の會含は同舷々會議事堂

で催される由．

　因みに，此の総會の第1回は1922年ロ1マで，第2回は1924年

マドフ1で，第3回は1927年プラレ・で開かれた・

　　　　　　　　米心心文墨會の名碁露霜

　本年頭，ニウヨ1クで開かれ花アメy力天文學會総會に於い

て濁乙のキユストナ1氏が名轡濾出に推されナこ，現今下記の人

．入が名唇會員である・

　バ　ヨ　一　Bailland　（フランス國元パフ天：文塁長）

　シヤリェCharlier（スエデン國元ノンンド天文弓長）

　ダィソン　E：Dysm（英町グリニチ天文塁長）

　デランドノv　H．：Deslandes（フランス門守パリ．ムドン天文憂長）

　エデントン　A．S．　Eddingωn（英國ケンブリチ大學二二，条，

　　　　　　　天文弓長）

　キユストナー　E：Kuestner（ドイツ國元ボン天文壷長）

　タ1ナ1　H．H．　Turner（英國オ）スヲオド三二天文皇長）

　ヲ　ノレ　フ　：Max　Wolf（ドイツ國ノ・イデノレベノレヒ天文弓長）

　　　　　　　　プラスケト馬の名審

　英領カナダの井クトソア天文毫長プラスヶトJ．S．　Plaskett

氏は，英國のローヤノン天文學會から，今年度の受賞者こして，

金碑を贈られナZ・氏の學術上の効績は，「恒星の覗線速度の観

測ε其によって得られた重要なる結論」こいふのであるt

　　　　　　　　佛國アカヂミの天文賞

　昨年十二月十六日中ランス國アカデミの総會で決定された學

二二のうち天文二二係は下記の王氏である・
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エロネ　A．Vel’onnet氏（天体z）形と構造研究にJjし〉……・…・ラランド賞

プアイェC＋．　F・y・眠（彗星軌道の’ ｣心卒研究に凱〉・…・……ダモアソ】賞．

デユノワェL・DUmyer氏く水準器及光電池研究に封し〉一…・…ワ“ル　ツ　賞．

新理躯博士關ロ鯉吉氏

提出して，審査に合格し，

與へられた・同氏の主論文「太陽面現象ノ）氣首記的考察」は中

央氣象皇欧文報告第四巻第一本所裁のものであり，氣亭亭の原

則を太陽大氣の現象に振聾し観測材料模型實験ご相まっ

て，太陽大適中の諸現象の成立に新解鐸を興へんこするもので

あり，三章にわかれてみるが，第一章では歴史的細述ご渦動に

籍する實験，第二章は太陽観測を材料こしたる統計的研究，

第三章は第一章第二章の事實にもこづいて敷藁的論議を進め

てゐ，別に参考論文こして「分光術二依り太陽反彩暦二於ケノV

一般氣流ノ南北分速度ヲ測定スノレ試ミ」（欧文）が添へられてあ

るが，同氏には提出されざる論文中でも有名なものがすこふる

多い・

　同氏は明治四十三年東京帝國大學理科大學卒業，同年理科．

大學助手に任命されtzが，翌年助手をやめ，大正三年には朝鮮

総督府技師こなり，七年東京高師氣象學講師海軍：砲術學校，海軍：

水雷學校の数學敏授を囑託され，入年には，中央氣象皇技師こな

り，十年には時辰儀學研究のナこめ満一年間瑞，英，米の諸國に在留

を命ぜられ，昭和二年東京女子高師講師を囑託され，昭和三年六

月東京帝國大弓亭亭部講師を囑託され今日におよんでみる・

　中央氣幅下技師兼東京雷乾大嵐

理學部講師關口説吉氏は，論文を

　近く理髪博士の測位を東大から


